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▲ 歓迎アトラクションで相馬民謡を披露する
佐藤百合子さん（中央）

▼ 荒町長（中央）らが記念植樹

�
鹿
狼
山
の
頂
上
で
ひ
と
い
き

▲ 健脚コー
スで鹿狼

山の頂上を
目指す

参加者

�
折
り
返
し
地
点
の
鹿
狼
山
登
山
口

（
第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）

�
多
く
の
参
加
者
が
土
産
を
求
め
た

町
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

▲ ウズベキスタンの留学生も参加

�
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
親
子
の
旅

の
抽
選
で
見
事
当
選
し
た

齋
藤
光
枝
さ
ん（
新
地
町
）親
子

�
緑
化
推
進
の
た
め
町
緑
の
少
年
団
も

緑
の
募
金
を
呼
び
か
け
る

�
試
食
用
に
用
意
さ
れ
た
新
地
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

の
ト
マ
ト
は
大
好
評
（
第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
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参考１

市町村名
相 馬 市
原 町 市
鹿 島 町
小 高 町
飯 舘 村
新 地 町

実　施　日

平成14年1月13日�

平成13年8月15日�

参考２

中
山
間
地
域
等
の
農
業
生
産
条

件
の
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
継

続
的
に
農
業
生
産
活
動
を
実
施
し

耕
作
放
棄
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め

交
付
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、

国
の
新
た
な
施
策
と
し
て
、
平
成

12
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
め
ど
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
傾
斜
基
準
を
満
た
し
、

１
ha
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農

地
が
交
付
金
の
支
払
い
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
交
付
金
の
支
払

い
を
受
け
る
た
め
に
は
、
集
落
が

取
り
組
む
べ
き
農
業
生
産
活
動
や

用
排
水
路
の
管
理
方
法
な
ど
を
定

め
た
集
落
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
集
落
・
協
定
締
結
集
落

沢
口
集
落
（
瀬
上
地
区
）

構
成
員
６
名

◆
交
付
金
の
使
途

交
付
額
の
半
分
は
、
農
地
の
維

持
管
理
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
耕
作
者
等
へ
支
払
わ
れ

残
り
半
分
は
、
集
落
の
共
同
取
組

の
実
施
に
支
出
さ
れ
ま
す
。

◆
集
落
協
定
の
概
要

次
の
事
項
を
協
定
参
加
者
全
員

で
、
平
成
16
年
度
ま
で
継
続
し
て

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

①
農
業
生
産
活
動
の
実
施

・
農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
定
期
的
な
点
検
の

実
施
。

・
水
路
清
掃
、
水
路
・
農
道
の
草

刈
り
実
施
。

②
生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い

手
の
定
着
等
に
関
す
る
取
り
組
み

・
農
作
業
の
効
率
化
を
推
進
す
る

た
め
農
作
業
の
受
委
託
及
び
農
作

業
の
共
同
化
の
推
進
。

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
確
保
及

び
各
種
研
修
会
等
へ
の
参
加
。

③
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活

動
・
農
地
と
一
体
と
な
っ
た
周
辺

林
地
の
下
草
刈
り
等
の
実
施
。

※このアンケート調査は、平成１４年度成人式対象者１４０名を対象に、平成14年２月
26日～３月29日に実施し、９３名〔６６．4％〕の方から回答をいただきました。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

平
成
13
年
度
実
施
状
況

集落名

沢口

合計

地目 区　　分 面積（�）

14,475 303,975

96,456

400,431

12,057

26,532

交付額（円）

急傾斜地
（1／20以上）

急傾斜地
（1／100以上）

田

田

（質問）成人式の実施希望日はいつでしょうか。

希　望　日
回答者数
（％）

備　　　　　　　　考

成人の日

（１月第２月曜日）

及び

成人の日の前日

49人

（52.7％）

（内訳）

・成人の日開催…28人（30.1％）

・成人の日の前日開催…21人（22.6％）

8月15日

（現状どおり）

41人

（44.1％）

その他 3人

（3.2％）

・１月３日…２人

・１月２日か３日…１人

合　　　　計
93人

（100％）

▲ 昨年の成人式
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概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
工
事
名
（
場
所
）
①
工
期
②
種

別
③
工
事
概
要▽

農
村
総
合
整
備
統

合
補
助
事
業
二
羽
渡
線
道
路
改
良

工
事
（
小
川
字
二
羽
渡
）
①
７
ヵ

月
②
土
木
③
Ｌ
１
４
３
ｍ

▽
町
道
駒
町
寺
前
線
道
路

舗
装
工
事
（
谷
地
小
屋
字
寺
前
）

①
４
ヵ
月
②
舗
装
③
Ｌ
３
９
０
ｍ

▽
特
環
公
共
下
水
小

川
汚
水
管
渠
築
造
工
事
そ
の
１

（
小
川
）
①
10
ヵ
月
②
下
水
③
φ
２

０
０
、
Ｌ
５
０
０
ｍ
▽
特
環
公
共

下
水
小
川
汚
水
管
渠
築
造
工
事
そ

の
２
（
小
川
）
①
10
ヵ
月
②
下
水

③
φ
２
０
０
、
Ｌ
４
０
０
ｍ

▽
駒
ヶ
嶺
小
学
校
防

球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
（
駒
ヶ
嶺
字

新
町
前
）①
１
ヵ
月
②
土
木
③
一
式

▽
農
村
総
合
整
備
統

合
補
助
事
業
清
水
線
道
路
改
良
工

事
（
大
戸
浜
字
吾
安
谷
地
）
①
７

ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
２
２
０
ｍ
▽
農

村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業
大
窪

真
弓
線
道
路
改
良
工
事
（
大
字
真

弓
字
山
崎
）
①
７
ヵ
月
②
土
木
③

Ｌ
２
５
０
ｍ

▽
町
道
大
戸
浜
富
倉
線
道

路
改
良
工
事
（
駒
ヶ
嶺
字
富
谷
地
）

①
７
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１
５
０
ｍ

▽
町
道
中
里
上
真
弓
線
道
路
改
良

舗
装
工
事
（
大
字
真
弓
字
原
畑
）

①
６
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１
０
０
ｍ

▽
町
道
薬
師
田
線
道
路
改
良
工
事

（
大
字
福
田
字
薬
師
田
）
①
６
ヵ
月

②
土
木
③
Ｌ
１
７
０
ｍ
▽
町
道
駒

町
寺
前
線
流
末
排
水
路
整
備
工
事

（
杉
目
字
田
中
）
①
７
ヵ
月
②
土
木

③
Ｌ
１
８
０
ｍ
▽
町
道
上
渋
民
大

判
田
線
側
溝
整
備
工
事
（
駒
ヶ
嶺

字
上
渋
民
）
①
３
ヵ
月
②
土
木
③

Ｌ
１
２
０
ｍ

▽
総
合
公
園
建
設
事

業
多
目
的
運
動
広
場
建
設
工
事

（
小
川
字
川
向
）
①
９
ヵ
月
②
土
木

③
一
式
▽
総
合
公
園
建
設
事
業
調

整
池
周
辺
工
事
（
小
川
字
川
向
）

①
９
ヵ
月
②
土
木
③
調
整
池
周
辺

舗
装
等

▽
特
環
公
共
下
水
大

戸
浜
汚
水
管
渠
築
造
工
事
そ
の
１

（
大
戸
浜
）
①
９
ヵ
月
②
下
水
③
φ

２
０
０
、
Ｌ
４
０
０
ｍ
▽
特
環
公

共
下
水
大
戸
浜
汚
水
管
渠
築
造
工

事
そ
の
２
（
大
戸
浜
）
①
９
ヵ
月

②
下
水
③
φ
２
０
０
、
Ｌ
４
０
０

ｍ
▽
特
環
公
共
下
水
大
戸
浜
汚
水

管
渠
築
造
工
事
そ
の
３
（
大
戸
浜
）

①
９
ヵ
月
②
下
水
③
φ
２
０
０
、

Ｌ
４
０
０
ｍ
▽
特
環
公
共
下
水
小

川
汚
水
管
渠
築
造
工
事
そ
の
３

（
小
川
）
①
９
ヵ
月
②
下
水
③
φ
２

０
０
、
Ｌ
４
５
０
ｍ
▽
特
環
公
共

下
水
小
川
汚
水
管
渠
築
造
工
事
そ

の
４
（
小
川
）
①
７
ヵ
月
②
下
水

③
φ
２
０
０
、
Ｌ
４
０
０
ｍ
▽
農

集
排
真
弓
処
理
場
建
築
工
事
（
大

字
真
弓
字
閏
崎
）
①
９
ヵ
月
②
下

水
③
１
式
▽
農
集
排
真
弓
処
理
場

機
械
電
気
工
事
（
大
字
真
弓
字
閏

崎
）
①
９
ヵ
月
②
下
水
③
１
式
▽

農
集
排
真
弓
処
理
場
土
木
附
帯
工

事
（
大
字
真
弓
字
閏
崎
）
①
９
ヵ

月
②
下
水
③
１
式
▽
農
集
排
真
弓

管
渠
築
造
工
事
そ
の
２
（
大
字
真

弓
字
別
所
）
①
９
ヵ
月
②
下
水
③

φ
２
０
０
、
Ｌ
４
９
０
ｍ
▽
農
集

排
真
弓
管
渠
築
造
工
事
そ
の
３

（
大
字
真
弓
字
小
屋
前
）
①
９
ヵ
月

②
下
水
③
φ
２
０
０
、
Ｌ
３
６
０

ｍ
▽
農
集
排
真
弓
管
渠
築
造
工
事

そ
の
４
（
大
字
真
弓
字
小
屋
前
）

①
９
ヵ
月
②
下
水
③
φ
２
０
０
、

Ｌ
３
７
０
ｍ
▽
農
集
排
真
弓
管
渠

築
造
工
事
そ
の
５
（
大
字
真
弓
字

山
際
）
①
９
ヵ
月
②
下
水
③
φ
２

０
０
、
Ｌ
４
５
０
ｍ

▽
愛
宕
墓
地
移
転
地

造
成
工
事
（
谷
地
小
屋
字
愛
宕
）

①
２
ヵ
月
②
土
木
③
約
４
２
０
㎡

▽
尚
英
中
学
校
擁
壁
工
事
（
谷
地

小
屋
字
愛
宕
）
①
６
ヵ
月
②
土
木

③
一
式

▽
農
村
総
合
整
備
統

合
補
助
事
業
埒
西
田
線
道
路
改
良

工
事
（
大
字
埒
木
崎
字
西
田
）
①

６
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
２
６
０
ｍ
▽

農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業
作

田
舘
前
線
道
路
改
良
工
事
（
大
字

埒
木
崎
字
作
田
）
①
６
ヵ
月
②
土

木
③
Ｌ
１
０
０
ｍ
▽
水
神
溜
池
整

備
工
事
（
大
字
真
弓
字
水
神
）
①

６
ヵ
月
②
土
木
③
提
体
工
一
式
▽

田
中
大
戸
浜
線
道
路
改
良
工
事

（
大
戸
浜
字
牛
川
）
①
６
ヵ
月
②
土

木
③
Ｌ
１
５
０
ｍ

▽
町
道
富
倉
赤
柴
線
道
路

改
良
工
事
（
駒
ヶ
嶺
字
紙
衣
沢
）

①
６
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１
０
５
ｍ

▽
町
道
駒
ヶ
嶺
停
車
場
高
田
線
道

路
改
良
舗
装
工
事
（
駒
ヶ
嶺
字
権

現
北
）
①
６
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１

５
０
ｍ
▽
町
道
新
地
高
校
線
道
路

改
良
工
事
（
小
川
字
貝
塚
西
）
①

６
ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１
４
０
ｍ
▽

町
道
新
田
瀬
上
線
道
路
改
良
舗
装

工
事
（
大
字
福
田
字
瀬
上
）
①
６

ヵ
月
②
土
木
③
Ｌ
１
３
０
ｍ
▽
町

道
菅
谷
今
神
線
舗
装
補
修
工
事

（
駒
ヶ
嶺
字
小
深
田
）
①
３
ヵ
月
②

土
木
③
Ｌ
３
０
０
ｍ
▽
町
道
牛
縁

上
平
線
法
面
・
路
肩
整
備
工
事

（
大
字
福
田
字
吉
平
）
①
３
ヵ
月
②

土
木
③
Ｌ
１
０
０
ｍ

▽
特
環
公
共
下
水
Ｍ

Ｐ
築
造
工
事
（
大
戸
浜
）
①
６
ヵ

月
②
電
気
・
機
械
③
Ｍ
Ｐ
一
式
▽

農
集
排
真
弓
管
渠
築
造
工
事
そ
の

６（
大
字
真
弓
字
閏
崎
）①
６
ヵ
月

②
下
水
③
φ
２
０
０
、Ｌ
２
７
０
ｍ

平
成
14
年
度
の

発
注
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

道路特定財源制度は、国の道路整備を緊急に、そして
計画的に行うため、受益者負担の考え方に基づいて自動
車利用者に道路整備費の負担を求める制度です。
受益者負担の考え方とは、自動車利用者が負担した費
用（自動車を買うときの自動車取得税や燃料を買うとき
の揮発油税、地方道路税、車検時の自動車重量税など）
によって道路を整備し、整備されたことによって走行時間
が短くなったり安全性が向上するなどの効果が自動車利
用者に還元されるという仕組みです。

自動車利用者は、道路整備のための税金を次のとおり
払っています。

道路特定財源は、全国で道路を作るために使われる予算の
約半分を占めていますが、この財源がなくなると、道路整備の
予算が半分になり、十分な道路整備ができなくなってしまいま
す。特に、地方では、
・歩道が無くて危険な道路
・道路が狭くてすれ違いが困難な道路
・道路が狭くて救急車や消防車などが通れない道路
・大雨や洪水時に通行止めになる道路
・観光地で渋滞する道路
など、まだまだ整備が必要な道路がたくさんあります。真に地域が必要としている道路整備を実現するために、
皆さんが道路特定財源制度への理解や道路整備の必要性を認識することが大切です。道路整備に欠かせない「道
路特定財源」について、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
� 県土木部道路建設課（�０２４－５２１－７４６８）

役場建設課（�内線１０）
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５
月
21
日
、
重
要
港
湾
相
馬
港
の

多
目
的
ク
レ
ー
ン
が
供
用
開
始
し
、
相

馬
港
２
号
ふ
頭
か
ら
初
荷
の
石
炭
が

陸
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

開
始
式
で
は
関
係
者
約
30
名
が
出

席
し
荒
町
長
ら
７
人
が
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
、
多
目
的
ク
レ
ー
ン
が
始
動
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
荷
役
作
業
の
効
率
化

が
図
ら
れ
、
相
双
、
県
北
地
域
を
は
じ

め
宮
城
県
、
山
形
県
南
部
の
物
流
拠

点
と
し
て
の
機
能
強
化
、
取
扱
貨
物

量
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

相
馬
港
多
目
的
ク
レ
ー
ン

供
用
開
始

�
始
動
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
関
係
者
と

多
目
的
ク
レ
ー
ン

第
18
回
町
消
防
団
消
防
操
法
競

技
大
会
が
５
月
26
日
、
農
協
低
温

倉
庫
前
で
行
わ
れ
参
加
し
た
団
員

た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
ま
し
た
。

優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
３
分
団
第
８
部
（
福
田
／
草
刈

文
大
、佐
藤
清
人
、
渡
辺
善
紀
、
鈴

木
秀
継
、
横
山
敏
哉
、
佐
藤
一
美
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
分
団
第
１
部
（
高
田
／
八
巻

純
一
、
横
山
喜
光
、
星
英
樹
、
石

田
明
、
石
田
信
昭
）

訓
練
の
成
果
競
う

�

訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
団
員
た
ち

町
内
の
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
の

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
が
５
月
20
日
に
開

講
し
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
員
で
町
民
の
歌
の
合
唱
や
町
民
憲

章
を
朗
読
し
た
あ
と
、
荒
和
英
町
長

が「
新
地
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
話
を
行
い
、参
加
者
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
９
回
の
日
程
で
、
食
生
活

や
歴
史
に
つ
い
て
の
学
習
や
体
力
維
持

の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
開
校
式

�
講
話
に
聴
き
入
る
参
加
者

老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
５
月
２
日
に
、
国
保
主
催

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
24
日

に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
Ｇ
Ｂ
大
会

▼
優
勝
・
駒
北
Ｂ
チ
ー
ム
▼
準
優

勝
・
杉
目
チ
ー
ム
▼
第
３
位
・
駒
北

Ａ
チ
ー
ム
／
岡
チ
ー
ム

国
保
Ｇ
Ｂ
大
会

▼
優
勝
・
小
川
チ
ー
ム
▼
準
優
勝
・

駒
北
Ａ
チ
ー
ム
▼
第
３
位
・
杉
目
チ

ー
ム
／
駒
北
Ｂ
チ
ー
ム

第
10
回
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
及
び

第
10
回
国
保
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
参
加
者

町

の
話

題

伝言板

地
域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
に

よ
り
災
害
や
被
害
を
防
ご
う
と
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
進
ん
で

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、

第
５
行
政
区
（
岡
）

第
７
行
政
区
（
新
地
町
・
中
島
）

第
９
行
政
区
（
釣
師
）

第
11
行
政
区
（
今
泉
）

第
14
行
政
区
（
渋
民
・
藤
崎
・
今
神
）

第
15
行
政
区
（
富
倉
・
原
相
善
）

の
６
つ
の
行
政
区
で
組
織
化
さ
れ
、

独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

６
行
政
区
が

自
主
防
災
組
織
を
結
成

�
５
月
10
日
に
は
４
つ
の
行
政
区
に
認
定

証
を
交
付

町
特
産
品
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
、地
酒
鹿
狼
山
酒
米『
夢
の
香
』

の
御
田
植
祭
が
５
月
14
日
、
杉
目

字
五
郎
四
郎
地
内
で
関
係
者
約
20

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
目
黒
宮
司
の
神
事
の

後
、
出
席
者
全
員
で
秋
の
豊
作
を

祈
り
つ
つ
、
苗
を
丁
寧
に
植
え
て

い
ま
し
た
。
約
35
ａ
に
植
え
た
苗

は
９
月
頃
収
穫
し
、
会
津
坂
下
町

の
蔵
元
に
送
ら
れ
、
４
月
頃
限
定

で
３
０
０
本
が
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。

地
酒
鹿
狼
山
酒
米

（
夢
の
香
）
御
田
植
祭

�

早
乙
女
姿
で
田
植
え
を
す
る
関
係
者

「
自
然
の
中
を
歩
こ
う
会
」
が

４
月
29
日
、
約
１
３
０
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、国
保
連
合
会
の「
深
倉

英
子
先
生
」の
正
し
い
歩
き
方
の
講

習
会
の
後
、
相
馬
地
域
開
発
記
念

緑
地
を
ス
タ
ー
ト
し
、
逆
さ
イ
チ

ョ
ウ
、
臥
牛
城
跡
な
ど
約
７
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
た
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

参
加
者
は
お
に
ぎ
り
を
片
手
に
、心
地

よ
い
疲
れ
を
感
じ
な
が
ら
新
緑
の
世
界

を
満
喫
し
ま
し
た
。

〜
新
緑
ウ
ォ
ー
ク
〜

自
然
の
中
を
歩
こ
う
会

�
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
参
加
者

今
年
で
16
回
目
と
な
る
「
新
地

種
苗
市
」
が
、
５
月
11
〜
12
日
の

２
日
間
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

前
で
開
催
さ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨

の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
１
５

０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

11
日
に
は
、
町
緑
化
推
進
委
員

会
に
よ
り
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
サ
ツ
キ
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
カ
マ
ズ
ミ
、
フ
ヨ

ウ
な
ど
８
種
類
の
苗
木
約
４
０
０

本
を
配
付
し
来
場
者
を
喜
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

第
16
回
新
地
種
苗
市

�

苗
木
を
求
め
る
来
場
者
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６
月
の
読
み
聞
か
せ
会

６
月
16
日
�
　
午
前
11
時は休館日

・
「
可
愛
が
る
」
か
ら「
愛
す
る
」
へ

浜
尾
　
実

子
を
し
つ
け
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
？
　
元
東
宮
侍
従
が

明
か
す
皇
室
の
し
つ
け
と
は
？

し
つ
け
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
お
母
さ
ん
に
魔
法
を
か
け

て
し
ま
う
本
。

●
一
般
書

●
児
童
書

大
人
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
ね

８
日
�

各
保
育
所

11
日
�

各
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

26
日
�

各
保
育
所

今
年
の
新
地
保
育
所
に
は
、
０

歳
か
ら
学
校
前
の
年
齢
の
子
供
た

ち
１
２
５
名
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
に
よ
り
兄
弟
が
少
な
く

な
り
、
ひ
と
り
っ
子
も
増
え
て
い

ま
す
。
違
う
年
齢
の
子
供
た
ち
と

一
緒
に
生
活
し
、
人
間
関
係
を
豊

に
広
げ
て
い
け
る
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
保
育
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
３
〜
４
歳
児
が
混
合
ク

ラ
ス
な
の
で
、
初
め
て
の
子
は
年

齢
の
差
に
気
づ
か
ず
生
活
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
少
し
ず
つ
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
い
う
自
覚

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
小
さ
い
子
の
お
世
話
を
し

た
り
、
時
に
は
自
分
が
使
っ
て
い

る
遊
具
を
我
慢
し
て
貸
し
て
あ
げ

た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
逆

に
小
さ
い
子
は
大
き
い
子
の
真
似

を
し
た
が
り
、
そ
ば
に
い
て
同
じ

よ
う
な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
真
似
っ
こ
は
、
大
き
い

子
が
お
し
ぼ
り
を
絞
っ
て
い
る
の

を
見
た
小
さ
い
子
が
真
似
を
し
て

や
っ
て
み
る
の
で
す
が
結
果
は
袖

▽
１
歳
の
Ｔ
く
ん
が
・
・
。

丸
い
ク
ッ
キ
ー
を
み
て

「
太
陽
み
た
い
」

一
口
食
べ
て

「
三
日
月
み
た
い
」

（
ス
、
ス
ゴ
イ
！
難
し
い
言
葉
も
知

っ
て
い
る
ん
だ
ね
）

「
大
切
な
・
大
切
な
歯
」

６
月
４
日
〜
10
日
ま
で
は
、
歯

の
衛
生
週
間
で
す
。
今
回
は
歯
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
歯
の
も
っ
と
も
大
き
な
役
割

は
、
食
べ
物
を
か
む
こ
と
で
す
。

口
は
「
第
一
消
化
器
官
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
食
べ
物
を
か
み
砕

き
、
だ
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
胃
の

消
化
・
吸
収
を
助
け
ま
す
。

○
脳
の
発
達
、
ボ
ケ
の
予
防

よ
く
か
む
こ
と
は
、
脳
の
血
流

を
増
や
し
新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
す

る
た
め
、
老
化
予
防
や
脳
の
発
達

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
お
い
し
く
味
わ
う

口
の
中
が
よ
ご
れ
る
と
味
を
感

じ
る
機
能
が
低
下
し
、
食
べ
物
本

来
の
味
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
肥
満
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
事
を

す
る
と
、
満
腹
感
が
早
く
得
ら
れ

る
の
で
予
防
に
な
り
ま
す
。

○
若
く
生
き
生
き
と
し
た
表
情

白
く
美
し
い
歯
並
び
と
引
き
し

ま
っ
た
口
も
と
は
若
々
し
さ
の
象

徴
で
す
。

●
ビ
デ
オ

▲オリジナルのこいのぼりのできあがり

・
マ
マ
っ
て
す
ご
い
ね
！

ミ
ッ
ク

マ
ニ
ン
グ
ほ
か

サ
ル
に
ヘ
ビ
や
ク
ジ
ラ
、
人
も
、

い
ろ
ん
な
マ
マ
た
ち
が
登
場
。
ど

ん
な
マ
マ
で
も
、
マ
マ
っ
て
す
ご

い
！
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら
何

で
も
や

っ
ち
ゃ

う
ス
ー

パ
ー
・

マ
マ
た

ち
を
大

紹
介
。

・
ア
ニ
ー
２

・
ピ
ノ
キ
オ
の
冒
険

・
な
か
よ
し
ネ
コ
ち
ゃ
ん

こ
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

・
玄
侑
宗
久
ち
ょ
っ
と
イ
イ
人
生

の
作
り
方
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ：

編
集

人
生
は
一
生
か
け
て
自
分
が
つ

く
る
物
語
。
僧
侶
で
あ
り
芥
川
賞

作
家
で
も
あ
る
玄
侑
宗
久
を
先
生

に
、
ち
ょ
っ
と
い
い
人
生
の
つ
く

り
方
の
練
習
講
座
。

・
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
仮
面
劇

場：

赤
川
次
郎
／
空
の
オ
ル
ゴ
ー

ル：

中
島
ら
も
／
ア
リ
ゾ
ナ
無

I joined the 9th graders for their annual school trip to Osaka,
Kyoto, and Nara.
Universal Studios Japan was a lot of fun and there were sev-
eral temples in Kyoto and Nara.  We went to Kinkakuji
Temple and Ryoanji Temple in Kyoto.  We also visited
Todaiji Temple, Kasuga Grand Shrine, and Yakushiji Tem-
ple in Nara.
All of these famous places were noisy and very crowded with tourists from around the world and other
school children from all over Japan on their school trips.  In Kyoto, I found a small and not so famous
temple called Kenninji Temple.  It was much smaller and simpler than Ryoanji Temple, but also much
more quieter and not crowded at all.  This little temple was my favorite place out of all the other places
we visited in Kyoto and Nara.
It was very peaceful and for a while I could appreciate the temple’s simple but beautiful white gravel
and rock Zen garden called Daioen.  I’d like to think that this is how the gardener artist intended the gar-
den to be, peaceful with onlookers quietly relaxing as they clear their minds and appreciate the beauty
of the garden.

（和訳は15ページ）

○
は
っ
き
り
と
し
た
発
音

歯
は
言
葉
の
正
し
い
発
音
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
前
歯
が
一
本
抜
け

た
だ
け
で
も
「
さ
し
す
せ
そ
」
が
言

い
に
く
く
な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ

物
を
か
む
に
は
、
少
な
く
と
も
20

本
の
歯
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
歯

が
20
本
以
上
あ
る
高
齢
者
は
行
動

範
囲
も
広
く
自
立
度
が
高
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
人
生
80

年
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
「
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残

そ
う
」
と
い
う
８
０
２
０
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

歯
科
健
診
の
結
果
、
虫
歯
が
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
子
供
は
、
相
双

管
内
の
平
均
か
ら
見
る
と
、
虫
歯

が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

宿：

逢
坂
剛

●
Ｃ
Ｄ

・
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

Ｄ
Ａ
　
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ

・
バ
ラ
ー
ド
ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

岩
崎
　
宏
美

・
ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
歌
謡
曲2002

氷
川
　
き
よ
し

他

・
ま
っ
か
な
ま
っ
か
な
木：

三
浦

綾
子
／
テ
ィ
モ
シ
ー
と
サ
ラ
と
た

か
ら
の
ち
ず
／
海
へ
さ
が
し
に
／

サ
リ
ー
、
や
ま
へ
い
く

ほ
か

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
マ
マ
た
ち

の
た
め
に
、「
自
分
自
時
」
を
つ
く
り
出
せ

る
家
事
の
工
夫
、
お
し
ゃ
れ
の
ヒ
ン
ト
、

つ
く
り
出
し
た
時
間
の
過
ご
し
方
な
ど
、

生
活
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア

が
た
く
さ
ん
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
絵
本
・

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
季
節
の

工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

私
の
お
す
す
め
の
一
冊

口
と
床
が
び
っ
し
ょ
り
。
で
も
子

供
た
ち
は
満
足
そ
う
で
し
た
。
こ

う
し
て
真
似
を
し
た
り
、
保
育
士

の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
子
供
た

ち
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の

成
長
の
様
子

《
１
歳
女
児
》

・
お
昼
寝
中
、
自
分
は
寝
な
い
で

隣
の
お
と
も
だ
ち
の
体
を
ト
ン
ト

ン
た
た
い
て
寝
か
し
つ
け
る
ま
ね

を
し
て
い
ま
す
。

《
１
・
２
歳
児
》

・
自
分
は
お
む
つ
を
し
て
い
る
の

に
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
お
ん
ぶ
し
て
お

か
あ
さ
ん
気
分
！

《
２
・
３
歳
児
》

・
小
さ
い
子
の
鼻
が
出
て
い
る
の

を
見
て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
と
っ
て

ふ
い
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

《
４
・
５
歳
児
》

・
紙
芝
居
を
見
る
と
き
、
そ
ば
に

い
る
小
さ
い
子
を
抱
っ
こ
し
な
が

ら
見
て
い
ま
す
。

子
供
は
大
人
の
真
似
を
し
な
が

ら
成
長
し
ま
す
。
時
々
ド
キ
ッ
と

し
た
り
、
赤
面
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
気
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
ね
。

▲ 晴れた日は外でままごと遊び

相　双
新地町

Ｈ11
8.0
11.0

Ｈ12
7.1
11.1

Ｈ13
6.4
9.7

●１歳６ヵ月児歯科健診　（平均）

相　双
新地町

Ｈ11
57.7
68.8

Ｈ12
54.2
54.2

Ｈ13
51.6
58.9

●３歳児歯科健診　（平均）

（単位％）
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ふれ
あいと

創造のまち

� 役場

（子供） （親） （地区）
里
り

桜
お

大堀和也・三友紀 中　里

充
あつ

綺
き

目黒智彦・美和子 小　川

菜
な

々
な

花
か

小野好生・抄　織 新地町

幸
ゆき

奈
な

足達正博・慈　子 今　神

絢
あや

音
ね

八巻　孝・ル ミ 高　田

真
ま

子
こ

宇佐美隆雄・民子 岡

春
はる

菜
な

村井　務・真紀子 釣　師

脩
はる

佐々木崇・浩　美 菅　谷

響
ひびき

佐藤　尚・光　代 中　里

颯
そう

暉
き

小野文彦・日登美 小　川

風
ふう

花
か

林　研一・智　香 上真弓

晟
まさ

希
き

横尾文男・和　泉 木　崎

優
ゆう

斗
と

佐々木春彦・妙子 菅　谷

（死亡者） （年齢） （地区）
星　　ミネ ８２歳 小　川
早川　ミツ ８９歳 小　川
神山　ナミ ８６歳 新地町
佐々木太一 ８１歳 木　崎
小野　　雄 ８６歳 小　川
森　つねこ ９０歳 小　川

（平成１４年４月２１日～平成１４年５月２０日届出）

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

町
で
は
、
児
童
の
健
全
育
成
と

保
護
者
の
子
育
て
支
援
の
た
め
小

学
校
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で
を
対

象
と
し
て
、
放
課
後
及
び
学
校
休

業
日
に
児
童
保
育
を
行
い
ま
す
。

生
活
上
で
の
規
律
や
礼
儀
な
ど
基

本
的
生
活
習
慣
や
遊
び
を
と
お
し

て
自
主
・
創
造
性
な
ど
を
育
む
た

め
の
保
育
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

６
名
程
度

昭
和
22
年
４
月
２

日
〜
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

【
平
日
】
午
後
１
時
〜
午
後
６
時

【
土
曜
日
、
休
業
日
】

◎場所は保健センター

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
６
月
30
日
ま
で
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
方
で
も
平
成
14
年
度
の
所
得
等

の
見
直
し
に
よ
り
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
を
受
け
る

に
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。

�
役
場
健
康
福
祉
課（
�
内
線
59
）

相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
で

は
、
防
火
管
理
者
と
な
る
た
め
の

講
習
会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

７
月
13
日
�
〜
14
日
�

浜
高
等
技
術
専
門
校

６
月
28
日
�
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

福
田
・
新
地
・
駒

ヶ
嶺
の
各
公
共
施
設
を
予
定

時
給
８
０
０
円

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
勤

務
日
・
勤
務
場
所
な
ど
を
相
談
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

６
月
５
日
�
〜
17

日
�
。
郵
送
の
場
合
は
６
月
14
日

�
消
印
有
効
。

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出
先

は
、
役
場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
放
課
後
児
童

保
育
補
助
員
登
録
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、80
円
切
手
を
貼

っ
た
宛
先
明
記
の
定
型
返
信
用
封

筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

�
役
場
総
務
課
（
�
内
線
15
）

・
６
月
15
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分

・
６
月
16
日
�

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
45
分

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

無
料

�
福
島
県
歴
史
資
料
館

（
�
０
２
４
―

５
３
４
―

９
１
９
３
）

県
歴
史
資
料
館
が
例
年
開
催
し

て
い
る
歴
史
資
料
研
究
講
習
会
は
、

今
年
度
か
ら
名
称
を
「
歴
史
資
料

研
究
巡
回
講
習
会
」
と
改
称
し
て

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
浜
通
り
地
方
、
特
に

相
馬
の
歴
史
資
料
に
関
す
る
研
究

報
告
等
を
行
い
ま
す
。

22
日
　
相
馬
中
核
工
業
団
地
企
業
誘
致
促
進

協
議
会
打
合
せ
、
相
馬
地
区
防
犯
協

会
連
合
会
理
事
会
・
総
会

23
日
　
県
町
村
会
理
事
会
、職
員
共
助
会
総
会

24
日
　
相
双
地
方
農
業
土
木
促
進
協
議
会
通

常
総
会
、
町
体
育
協
会
総
会

25
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
議

26
日
　
相
馬
総
合
卸
売
市
場
取
締
役
会
、
民

生
委
員
協
議
会
総
会

30
日
　
町
交
通
対
策
協
議
会
総
会
、
緑
の
百

景
歩
こ
う
会
関
係
者
打
合
せ
、
交
通

安
全
母
の
会
総
会
、職
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会

１
日
　
課
長
会
、
政
策
調
整
会
議
、
旧
駒
ヶ

嶺
小
学
校
跡
地
活
用
検
討
懇
談
会

２
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
県

浜
通
り
国
道
協
議
会
総
会

７
日
　
国
道
１
１
５
号
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
役
員
会
・
総
会

８
日
　
退
職
消
防
団
員
報
償
金
交
付
式
、
議

会
運
営
委
員
会

９
日
　
臨
時
議
会

10
日
　
副
知
事
来
庁
、
自
主
防
災
組
織
認
定

証
交
付
式
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

11
日
　
緑
化
募
金
・
苗
配
付
、
第
７
回
町
民

の
翼
総
会

13
日
　
相
馬
地
方
広
域
圏
管
理
者
会
、
相
馬

地
方
市
町
村
長
会
議
、
相
馬
地
方
市

町
村
会
、
相
馬
地
方
土
地
開
発
公
社

役
員
会
、
相
馬
地
方
町
村
会

14
日
　
緑
の
百
景
歩
こ
う
会
打
合
せ

15
日
　
課
長
会
、
鹿
児
島
県
笠
利
町
議
会
視

察
来
町
、
食
生
活
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

16
日
　
商
工
会
第
30
回
通
常
総
会

17
日
　
相
馬
中
核
工
業
団
地
企
業
誘
致
促
進

協
議
会
役
員
会
・
総
会
、
相
双
地
方

と
県
と
の
意
見
交
換
会

18
日
　
緑
の
百
景
歩
こ
う
会
前
夜
懇
談
会

19
日
　
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
歩
こ
う
会

20
日
　
こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

� ６月16日� 小雨決行　午前９時30分スタート
（受付）午前８時30分～９時まで

� 勤労青少年ホームスタート（福田保育所となり）
� ・２～６人でチームを作り（小学３年生以下のチームには、中学生以

上の方が必ず入ってください）６月11日�まで申し込みください。
・ウォークラリー終了後、屋内で３種類のニュースポーツを体
験していただきます。

� 新地公民館（��２０８５）

６
、０
０
０
円

�消
防
新
地
分
署
（
�
�
２
１
１
７
）

・
菅
野
幹
雄
さ
ん
（
大
戸
浜
）
よ

り
10
万
円

・
故
早
川
ミ
ツ
さ
ん
の
ご
意
志
と

し
て
早
川
幸
雄
さ
ん
（
神
奈
川
県

相
模
原
市
）
よ
り
10
万
円

◎
寄
付

・
星
利
春
さ
ん
（
菅
谷
）
よ
り
５

万
円
／
佐
々
木
敏
則
さ
ん
（
木
崎
）

よ
り
20
万
円
／
六
万
石
、
飯
土
井

繁
勝
さ
ん
（
新
町
）
よ
り
タ
オ
ル

１
箱
／
川
上
シ
キ
子
さ
ん
（
杉
目
）

よ
り
筍
２
箱
／
佐
藤
長
男
さ
ん

（
岡
）
よ
り
筍
13
本
／
菊
地
久
光
さ

ん（
沢
口
）よ
り
筍
２
箱
、
椎
茸
１

袋
／
新
地
町
老
人
ク
ラ
ブ
さ
ん
よ

り
清
拭
布
８
袋
／
河
内
正
雄
さ
ん

（
富
倉
）よ
り
洗
剤
10
個

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
相
馬
16

人
よ
り
手
品
、
唄

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
21
回
42

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
10
回
17
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
新
地
漁

協
１
回
３
人
／
新
地
高
校
２
回
39

人
／
新
地
町
老
人
ク
ラ
ブ
１
回
34

人

町教育委員会では、毎月第４土曜日に昔話の
お話会を行います。町に残る昔話を中心に皆さ
んの身近にあった昔話をお話します。皆様、お
気軽においでください。
� ６月22日� 午後２時～
� 観海堂
【語り部】観海堂管理人　小野トメヨさん

町教育委員会（��４４７７）
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◆

中学３年生の大阪、京都、奈良方面への修学旅行に
参加しました。ユニバーサル・スタジオ・ジャパンは、
とても楽しかったです。京都と奈良には、いくつかの寺
がありました。京都では、金閣寺と竜安寺に行きました。
奈良では、東大寺、春日大社、薬師寺に行きました。
これらの観光名所は、とてもにぎやかで、世界中の観
光客や、日本中の修学旅行生で混雑していました。京都
では、小さくてあまり有名ではない、建仁寺という寺を
見つけました。竜安寺よりもずっと小さくて質素な寺で
す。とても静かで、ぜんぜん混んでいませんでした。こ
の寺は、今回の旅行で訪れた京都や奈良にある名所の中
で、わたしが一番気に入った場所です。
建仁寺はとても穏やかなところで、そこにいてしばら
くたってから、簡素ではあるが美しい白色の砂利と岩で
できた禅宗の庭の良さがわかってきました。わたしは、
庭師が庭を平和な場所にしたかったのだと思います。庭
師はまた、人々に、静かにリラックスし、彼が造った庭
を楽しんでほしいと思ったのでしょう。

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

●材料（１２人分）
・鶏の胸肉　１枚　・オクラ １０本
・梅干し ５個　・みりん 大さじ２
・酒　大さじ１　・グリンピース 少々
・かつおぶし 少々
●作り方
①肉とオクラはゆでておく。
②梅干しは種を除き、細く切る。
③②の中に酒、みりんを入れ混ぜ合わせる。
④鶏肉は千切りに、オクラは斜め切りにして、③で和える。
⑤３０分以上おいてから食べる。

梅干しは血液をさらさらにする
効果があるので、是非作ってみて
ください。塩分は控えめです。

中江　章
現在、第９行政区長で
もある中江さんは、昭和
32年町消防団員となり、
在籍42年、平成３年から
退団する平成11年までは
消防団長を務め地域を支
えてきました。その活躍
が認められこのほど勲六
等単光旭日章を受章され
ました。

シャクナゲの花の時期は４月中旬から５月中旬
が１番の見頃です。大人の背丈ぐらいが普通の大
きさなのですが、目黒さんのお宅に咲いているシ
ャクナゲはなんと約２倍。家を建てた記念にと、
２３年前に植えた苗は、毎年違う枝から交互に芽

を出し、少しずつ
成長して今年もき
れいな花を咲かせ
ていました。

▲今年もきれいに咲いた、約３mの巨大シャクナゲ ▲鹿狼の湯（加藤哲藏さん・杉目）の庭の木に出来た蜂球

春になると女王バチの産卵も盛んになり、巣内が
働きバチでいっぱいになります。するとそこから新
しい女王バチが誕生します。新しい女王バチが誕生
すると親にあたる女王バチは群の半数の働きバチを
引き連れ巣を出ます。これを分蜂と言います（実際
は、働きバチが飛び出し、女王バチはあとから巣を
離れます）。分蜂はハチの群を増やすための手段で、

太い木の枝などに
蜂球を作ります。
一度蜂球を作ると、
巣作りに適した場
所を探索バチが見
つけてくるまで静
かに待ちます。い
い場所が見つかる
と、そこに新しい
巣を作ります。

▲町長はじめ、多くの関係者の皆様、又、同僚団員と、
家族のおかげです。今後も地域のためにがんばります。



●人口／9,043人（＋07人）
男／4,417人（＋03人）
女／4,626人（＋04人）

●世帯数／２,484世帯（＋4世帯）
５月１日現在（ ）は前月比

●　町県民税 第１期分
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★
５
月
８
日
、
大
戸
浜
婦
人
会
の
町
内
施

設
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
、
駒
ヶ
嶺
小
学
校
〜

緑
地
公
園
〜
逆
さ
イ
チ
ョ
ウ
〜
相
馬
共
同

火
力
を
見
学
し
ま
し
た
。
施
設
説
明
で
は

皆
さ
ん
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

★
そ
の
途
中
、
相
馬
地
域
開
発
記
念
緑
地

の
水
生
植
物
園
に
綺
麗
に
咲
い
た
「
ア
ヤ

メ
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

（
寺
）

新地小学校と福田小学校で５月25
日、駒ヶ嶺小学校では５月26日に、
運動会が行われました。
かけっこやリレー、玉入れ、綱引き
などのお馴染みの競技から、各小学校
で工夫を凝らした競技が20種目以上
行われ、子供たちや保護者らが青空の
もとで運動会を楽しみました。

▲福田小学校「福田野馬追い」

▲駒ヶ嶺小学校「それゆけタイフーン」

▲新地小学校「親子玉入れ」


